
北海道建築士会青年委員会事業報告書 

報告件名 社会貢献に関する検討会議 

報 告 者 針ヶ谷拓己 

開催日時 平成26年 6月 21日 18:00～20:00 

開催場所 札幌副都心開発公社会議室 

出 席 者 針ヶ谷､石塚､福澤､山田､大浦､鈴木､旭川支部青年委員会 斎藤委員長､ 岡本､ 

報  告  内  容 

≪協議事項≫ 

１．建築士（会）周知イベントについて（針ヶ谷）【18：00～18：50】 

  ○担当  ◎針ヶ谷、石塚、原、小林 

  ○日時  平成26年 6月 21・22日（土・日） 

  ○場所  新さっぽろアークシティ サンピアザ 光の広場 

 ○内容  将来を担う子どもたちに建築に興味をもっていただくことや、建築士（会）のＰＲを目的に、「建

築のお仕事体験」「建築設計実演」「建築相談」「建築士会活動のパネル展示」を企画する。お仕事

体験した子どもたちにはお給料としてイベント通貨「チーク」を支払い、その「チーク」を使っ

て、会場内の駄菓子屋などで好きなものと交換して楽しんでいただける。体験できるお仕事は下

記の通り。 

①理想のお家を描いてみよう（恵庭支部） 

②折り紙建築（釧路支部） 

③ブロック玩具でまちづくり（旭川支部） 

④パズルでお家の間取りを考えよう（札幌支部） 

【１日目】 8：00～10：00 会場準備 

10：00～12：30 イベント午前の部 

12：30～18：00 イベント午後の部 

18：00～18：30 片付け（21：00まで人員配置及びパネル展示） 

18：30～20：15 社会貢献に関する検討会議 

20：30～22：30 懇親会 

【２日目】 9：00～10：00 会場準備 

10：00～13：30 イベント午前の部（12：00～13：00建築設計実演） 

13：30～18：00 イベント午後の部 

18：00～18：30 撤収（21：00まで人員配置及びパネル展示） 

  ○今後の改善事項 

   ・建築士（会）をアピールする（お仕事体験時にコミュニケーションをとる） 

   ・チークは増刷した方がよい 

   ・スタッフが誰かわかりづらいので、Ｔシャツやジャンバーなど揃えては（来年検討） 

   ・混んでいるブースランキングは、①ブロック玩具②折り紙③パズル④お絵かき 

   ・お絵かきや折り紙は作業が短時間なのでチークを稼ぐことができ人気がある 

     

※お仕事体験した人数（チークを渡した人数） 

21日 お絵かき(179)､折り紙( 55)､ブロック(117)､パズル( 95)   計 446 

22日 お絵かき(126)､折り紙(122)､ブロック( 83)､パズル( 80)   計 411 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

     合計 お絵かき(305)､折り紙(177)､ブロック(200)､パズル(175)  合計857名 



 

２．全道大会（旭川大会 テーマ「都心 ルネッサンス」）について【18：50～19：40】 

（１）青年サミット（原） 

○担当  ◎原、北野、大浦、鈴木 

○日時  平成26年 9月26日（金） 

○場所  旭川市市民活動交流センターＣｏＣｏＤｅ(ココデ) ホール棟 

○テーマ 「 あさひかわの今 ～今の旭川を感じ、みらいになにが必要か～」 

〇テーマコメント 

     本大会のメインテーマ『都心 ルネッサンス』。都心の再生。昔の輝きを取り戻したい。旭川は自

然に恵まれた四季が明瞭なうつくしいまちです。一時は平和通買物公園に人が溢れた時期もあり

ましたが今では都心の賑わいを感じることが少なくなりました。旭川は都心の賑わいを取り戻す

ため駅周辺開発や中心市街地活性化基本計画に基づく様々な施策に取り組んでいます。旭川駅が

新しくなり、周辺の整備も終わりを迎え都心としての再スタートです。しかし、賑わいをもたら

す人が集まらず何か物足りない・・・、なにか我々建築士ができることはないのでしょうか。 

都心の再生（ルネッサンス）のために、旭川全体を感じていただき、私たち青年建築士は、行政

の政策と協力しながら、みらいの旭川のために、なにをしなければならばいのか、なにができる

のかを感じ、話し合い都心の再生の何かを発見できればと思います。 

  ○内容  旭川では、都心の賑わいを取り戻すため駅周辺開発や中心市街地活性化基本計画に基 

づく様々な施策に取り組んでいる。青年サミットでは実際に政策を取り組む関係者からお話を伺

うとともに、現在の旭川市街に赴き肌で旭川の街並みを感じ取り、建築に関わるクイズを解きな

がら「まちあるき」を行う。そして、都心の再生（ルネッサンス）のため、建築士の立場で、旭

川駅周辺開発地区「北彩都あさひかわ」に何が必要かを考える。 

 13：00～13：30 受付 

 13：30～14：10 あいさつ、説明（連絡会議ワークショップの経過報告含む） 

 14：15～15：45 まちあるき（移動込み） 

 15：45～16：15 休憩 

 16：15～16：55 ワークショップ 

 16：55～17：30 発表 

※詳細は別紙による 

○スケジュール 

     ・現在、旭川支部にて担当割が終わり詳細企画を進めている 

・詳細企画の確定（8/9） 

 

（２）Ｃ分科会（石塚） 

  ○担当  ◎石塚、山田、小林、永井 

  ○日時  平成26年 9月 27日（土） 

  ○場所  ロワジールホテル旭川 

○テーマ あさひかわのみらい ～楽しく賑わう「都心 ルネッサンス」を描く～ 

  ○テーマコメント 

       大きな４つの川が市街地を貫流する、水と緑豊かな「川のまち」あさひかわ。 

かつては賑わいのあった中心市街地も郊外型商業施設等の出店がつづくなど、今では都心の賑わ

いを感じることが少なくなりました。 

このような“あさひかわ”の、都心の再生（ルネッサンス）に求められているものはいったい何

なのでしょうか・・・。 

Ｃ分科会では、今の“あさひかわ”を深く知り、建築士という立場で、みらいの“あさひかわ”

に何が求められているのかを考え、楽しく賑わう「都心 ルネッサンス」のビジョンを熱く想い描

いて、旭川駅周辺開発地区である「北彩都あさひかわ」の開発提案を行います。 

 



 

○内容  前日の青年サミットで旭川のまちなみについて学んだことや、北彩都あさひかわに思い描いたこ

とを踏まえ、都心の再生（ルネッサンス）を実現すべく、「北彩都あさひかわ」に必要な施設等を

図面やパースなどで具現化していく。 

 13：00～13：20 あいさつ、進行説明 

 13：20～14：40 ワークショップ 

 14：40～15：00 発表 

       ※進行説明では青年サミットの発表内容を説明する（旭川のまちなみのことや、北彩都あさひか

わに必要と思われるもの）。説明は旭川支部青年委員又は本部青年委員 

       ※当日はサミットのまちあるきマップや北彩都あさひかわの計画図及び写真を配付 

       ※計画地の写真は旭川支部斎藤委員長へ依頼 

       ※司会は小林委員とする 

  ○スケジュール 

       ・実行計画書（会場レイアウトや詳細スケジュール）の作成（7/末） 

       ・詳細企画の決定。配付物や成果品フォーマットの作成（8/9） 

 

≪その他連絡事項≫【19：40～20：00】 

（１）ブロック協議会について（針ヶ谷） 

○報告書の作成、領収書の提出について 

 ・協議会後、速やかに提出すること 

 ・領収書提出の際は、協議会配付資料を添付すること 

  ○各ブロック協議会の日程 

   道南ブロック 第2回：室蘭（7/5）    第 3回：函館（10/18） 

   道央ブロック 第2回：小樽（6/28）   第 3回：滝川（11/8） 

   道北ブロック 第2回：留萌（未定）   第 3回：富良野（未定） 

   道東ブロック 第2回：斜里（8/下）   第 3回：中標津（11/上） 

 

（２）全国大会（福島大会）について（針ヶ谷） 

  ①建築士フォーラム 

   地域実践活動の発表。発表者は青年建築士の集いを開催した十勝支部 

  ②セッション 

   防災についてのセミナー等 

 

（３）「北海道建築士」の原稿について 

   建築士の日イベントの報告 8/1寄稿予定 

   できれば、対談形式など興味を引くような記事としたい。情報委員会の斎藤副委員長より打診していただ

く。通常通りの原稿となれば、本部青年委員新規の方に原稿を依頼する。 

 

（４）その他 

  ○会誌の青年の窓にて、ロゴを掲載してはいかがでしょうか（斎藤） 

   →ロゴの作成については前向きに検討したい（針ヶ谷） 

  ○8/9に旭川にて公共建築の日イベントが開催され、建築士会のパネルを展示するので、青年委員会の活動

パネルをお借りできないでしょうか（斎藤） 

   →貸出は可能かと思います。一応、事務局に確認します（岡本） 

 

 


